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まちづくりの戦略目標 

１．地域全体の活性化に資する戦略目標 
月舘地域全体の活性化に向けては、優先的に取組むべき拠点整備等の重点プロジェクトを抽出し、段

階的な整備・実現をめざすことにより、地域全体の主要な課題解決や元気増進につなげていくことが重

要である。 

また実現に向けては、月舘地域における既存の拠点施設や人口集積等を活かしつつ、実効性に十分留

意することが重要である。 

このため、地域の特性や課題を踏まえ、以下のように戦略目標を設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

戦略目標 

■まちなかは、地元住民の利用

も少なく、外部から人を呼び込

む魅力に欠ける。 

■人口減少により、児童・生徒が

地域に愛着を持って健全に成

長するための環境が低下して

いる。 

 

■地域の人材を活かし切れてい

ない。（新たな地方創生時代

への対応） 

 

■農業の担い手不足、消費活動

の変化等による空き店舗増加

がさらに深刻化している。 

 

■花工房周辺は、都市農村交流

の取り組みが進められてきた

が、地域間競争が激しくなり更

なる魅力向上が必要である。 

 

■復興推進や地元回帰の機運

を十分取り込む仕掛けが必要

である。 

地域の課題 

■中心市街地の魅力・活力の強化 

月舘地域の元気と安心を高めていくためには、地

域の中心拠点を形成している中心市街地の魅力や

賑わいを高めていくことが重要。 

 

 

地

域

特

性

の

積

極

的

な

活

用

■花工房の広域集客機能の強化 
月舘地域の広域集客拠点を形成している花工房

を最大限に活かし、月舘の魅力のＰＲ強化や交流

人口の拡大を図り、地域全体の活性化につなげて

いくことが有効。 

■スポーツ交流の強化 

月舘地域の夜間利用可能なスポーツ施設を有効

活用しつつ、子ども・若者等との交流や、超高齢社

会における健康増進等につなげていくことが有効。 

 

■上記３拠点の取組みとの連携による地域全体

への波及効果の拡大 
上記３拠点における、地域内外の人材や産品、

低未利用施設等を活かした体験・交流イベント等を

活性化していくとともに、周辺の多様な地域資源（観

光資源、歴史文化資源、公共施設、店舗、農地等）

とつなげていくことにより、地域内の回遊・滞留や交

流の活性化を図っていく方向が有効。 

■上記３拠点を中心とする賑わい・交流拡大の短

期的な仕掛けづくり 
上記３拠点の取組みを中心に、短期的な賑わい・

交流拡大と、地元関係者の元気醸成を図り、中長

期の発展につなげていく方向が有効。 
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２．重点プロジェクトの基本的な考え方 
前述の戦略目標を踏まえつつ、３つの拠点機能を中心とする重点プロジェクトのコンセプトと拠点

配置（ゾーニング）を以下のように考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、集客の主なターゲット層は、地域内、地域外からの来訪者を想定して、以下のように考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■対象とする主なターゲット層 
１．月舘地域の住民や、地域との交流を求める来訪者 
２．花工房利用者（広域利用含めた里山宿泊体験愛好家など） 
３．スポーツ施設利用者（親子連れ、子ども（地域内、地域外）など） 

基本コンセプト：⽉舘⽂化（⽉舘の魅⼒）を満喫する、夢を育むトライアングル拠点づくり 

 １．まちなかリノベーションを推進することで、地元の⼦どもや⼤⼈も楽しめるスペースを創
出し、中⼼部の賑わいや安⼼を⾼める。 

 ２．花⼯房等における集客・誘導機能を強化することで集客⼒を⾼め、まちなかに⼈を誘導す
る。 

 ３．住み続ける⼦ども教育との連携を図りつつ、スポーツや健康増進活動の活性化を図ること
で、健全な⼈材育成に繋げる。 

ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ 
拠点 

●通過交通者へ 
 まちの魅⼒発信 
●⽉舘地域の集客施設紹介 

まちの
暮らし・歴史の継承 

⾥の暮らし再発⾒

・まちなか再⽣ 
・⼦どもの学び再⽣ 

⼩⼿姫⽂化(⼩⼿姫ブランド) 
●⼦どもの活⼒を核としたまちなか

集い再⽣・回遊再⽣ 散策 

集客エンジン

＜概念図（拠点配置・ゾーニング図）＞ 

国道 349 号

誘導・案内 

誘導・案内 

霊⼭エリアとの連携 

地域住⺠の 
⾮⽇常利⽤ 

東北中央⾃動⾞道 

散策 

糠⽥ 

上⼿渡 下⼿渡 

布川 

⽉舘 

御代⽥ 

都市と農村の交流 
拠点 

観光客（来訪者）
をまちなかへ誘導 
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まちづくり戦略は基本コンセプトの３つのシナリオごとに、新市建設計画の計画期間である今後５

年間の短期戦略と、それ以降の中長期戦略に大きく区分した段階的な施策展開方向と施策アイディア・

メニューを以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

集客機能を強化し
交流⼈⼝を拡⼤
するために 

集
客
・
誘
導
機
能
の
強
化

中⼼部の賑わいや
安⼼機能を⾼め
るために 

ま
ち
な
か

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン 

スポーツ振興・健
康 増 進 等 に よ
り、こども等の
健全育成に繋げ
るために 

住
み
続
け
る
⼦
ど
も

教
育
と
の
連
携 

＜来訪者が喜ぶ仕掛け＞ 
〇花⼯房を核とした交流拡⼤による活

性化の推進 
〇交流滞在事業の仕掛けづくり 
●クラインガルテンの整備 
●⽉舘運動場の⼈⼯芝化とクラブハウ

ス機能の拡充 
●⼩⼿⼩学校の合宿所リノベーション 
○合宿ロードワークのメニュー構築 

※休憩で楽しむ、散策で楽しむ仕掛
けづくり 

●ミニ道の駅の常設開催（バイパス利
⽤者の休憩）

●空き家の利活⽤（体験学習・クラフト
スペース、飲⾷スペース、物産スペー
ス等） 
※⼈が集まっているところが利⽤者

気にならずに⾒せることができる
スペース（地元⽤） 

※⼦どもも寄ってくる仕掛けづくり 
●まちなか回遊散策路の整備 
●⼦育て⽀援施設等の充実 
〇まちなかの各種イベントの開催

●⽉舘⼩中学校の統廃合 
○まちづくりと⼀体となった教育メ

ニューの構築 
●通学道路の整備 
〇空き家の利活⽤（まちなかサロン、

交流・情報発信） 
※まちなか探検(まちの歴史を探す) 

●農家レストランの整備 

 
〇花⼯房を核とした交流拡⼤に

よる活性化の推進（継続） 
 
〇交流試合のコーディネート

機能 
 
●⼩⼿⼩学校の「宿泊施設拡

張」 
 
 
 
〇産直販売⽀援

〇空き家等を有効活⽤する組
織づくり 

●児童健全育成環境の拡充 
●⾼齢者住宅等の整備検討（住

む⼈も増える展開へ） 
〇まちなかの各種イベントの

拡張 

〇おじいちゃん、おばあちゃ
んの語り部育成（⼩⼿姫物
語の伝承） 

 
 
 
●広域ウォークロードの構築 

＜凡例＞ 
●ハード 
○ソフト

短期戦略 
（概ね５年以内）

中⻑期戦略 
（概ね６年⽬以降）

基本コンセプトの 
３つのシナリオ
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＜参考資料：ターゲット層の行動の想定について＞ 

 現状では、花工房周辺には、多くの利用者を集めるものの、まちなかには、人が来ないことから、花工

房等周辺の来訪者をまちなかに呼び込むために、地域の資源性を勘案しながら、活性化の方向性と関連

するターゲットの趣向性を捉えて、まちなかにあると誘客に繋がる可能性が想定される導入機能につい

て導きだした。 

中⼼市街の 
魅⼒・活⼒づくり 

交流⼈⼝の   
呼び込み 

安全・安⼼
な暮らしの

実現 

⼈づくりと⼈
材の活⽤ 

 

知恵と⼯夫に
よる⾥⼭事業

起こし 

体験型農家レ
ストランの整

備 

まちなか

（導⼊機能） 

「⼦ども」が
喜ぶもの 花⼯房

合宿 

（遊びの要素） 

遊び

トレッキング
愛好家が喜ぶ

もの 

⾃然
・ 

温泉

四季の
写真等 

⾷

⽂化
活動

「展⽰」⾒てもらう 

⾷べ物

サロン 

（例） 
駄菓⼦屋

○「まちの歴史を
⾒せる」拠点

地域の⼦ども
が利⽤

テーマ：⼦どもが
喜ぶつながり 

ま ち の ⼈ も
利⽤

・⼭の伝統⽂化 
・⼭の旬の⾷べ物 
「あけび」、「⼭菜」
・地域芸能の活動

おじいちゃん、
おばあちゃん
が集まる 

「コミュニティ活動」
の拠点 

花⼯房周辺ターゲット 
の視点 

⾃然体験 
スポーツ合宿

⼦どもも⽴ち
寄り

バイパス通過
交通者が興味
を持つもの 

活性化の⽅向性 対象エリアターゲット

※国道 349 号バイ
パス開通、⼀般
国道 115 号霊⼭
道路（東北中央
⾃動⾞道）の整
備を好機とした 
誘客に留意 

郷⼟愛と歴史 
⽂化を育む 
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■整備構想図 
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■整備構想図 拡大図 

 

 

 

 




